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1．大学生の就職活動に関する状況
2006年３月の大学学部卒業者の就職状況におい
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て、近年低下傾向にあった就職率は、景気回復に
伴う雇用状況の改善等を反映しており、大学卒業
者で63.7％であり、前年より4.0％上昇した（内閣
府、2007)。また、2002年１月の有効求人倍率が
過去最低だった0.51倍と比べ2006年３月は1.01倍
(厚生労働省、2006）と、２倍超まで回復した。
90年代後半の「氷河期」から現在ではバブル期並
みの求人数になった（労働政策研究・研修機構、
2007)。帝国データバンク（2007）によると、景
気回復に伴い、業容の拡大への対応や団塊世代が
大量退職を迎えることによる2007年問題への対応
が､正社員比率を上昇させる要因だと示している。
これらのことから、現在の大学生を巡る就職環境
は、近年大幅に改善していることがわかる。
しかしながら、終身雇用や年功序列型賃金に象
徴される従来型の雇用`慣行が見直される中、かつ
ては、人生の成功のモデルとして「いい大学に入
って、いい会社に入る｣、すなわち大企業に就職
すれば雇用と相対的な高収入が保障され、安定し
た人生を送ることができるという見方があった。
しかし、最近では大企業の方がむしろ終身雇用の
見直しを検討しており、このような図式は今後成
り立ちにくくなると考えられている（内閣府、
2007)。若者にとって、将来の生活や社会人・職
業人としての生き方を描くことが、かつてなく難
しくなっている状況である（文部科学省、2004）
といえる。また、経済のグローバル化や規制緩和
などの進展により、企業は市場での競争力を強化
するため、コストの削減や雇用においての即戦力
志向の高まりなど、求める人材も明確なキャリア
ビジョンを持っている学生を要求していることも
現実である。
離職状況においては、平成15年３月大学卒業者
では１年目15.3％、２年目１１．０％（１～２年
26.3％)、３年目9.4％（１～３年35.7％）と、就
職後３年間で３割以上が離職している。特に毎年
就職後１年以内に離職する者の割合が高く、これ
らの青少年労働者の離職理由についてみると、
｢個人的な理由」が86％と最も高くなっている
(内閣府、2007)。この点について、入社後のミス
マッチという指摘がなされているが、DISＣＯ
(2007）は、キャリアの軸が定まっていない若年
層が多く、職業観が確立される時期が年々遅くな
ってきている。同時に彼らの周りには転職情報が
あふれていて、他の会社の,情報が容易に手に入る
環境にあり、「隣の芝生が青く見える」場面も多
く、「ほかの選択肢（会社)」がとても近いところ
にあると指摘している。
以上のことから、現在の大学生が置かれている
状況は、景気の回復により売り手市場と言われて
いるが、現在の社会状況化において、自分の将来
を考える上で、自分のキャリアの軸をしっかりと
持ち、長期的なキャリアを設計することは重要で
あるといえる。
２.キャリアデザインとキャリア「RE」デザ
イン
自分のキャリアの軸をしっかりと持ち、長期的
なキャリアを設計すること、これは、キャリアデ
ザインと呼ばれる。キャリアデザインの定義につ
いては様々あるようであるが、例えば、以下のよ
うな定義がある。笹川（2004）は、「自分自身の
人生の経験を生かしながら、よりよい働き方、学
び方、暮らし方、生き方を探求し、実現していく
こと」としている。また、2007年度の法政大学キ
ャリアデザイン学部のパンフレットには、「職業
を始め人生のさまざまな場で自分の生き方・働き
方を不断にとらえ直し設計・再設計すること」と
書かれている。
笹川（2004）の定義をみると、キャリアデザイ
ンとは、最初から思い描いていたとおりの自分の
人生を実現するというイメージを持つかもしれな
い。しかし、必ずしも自分の力だけでは、自分の
デザインした通りの仕事や人生を歩むことができ
るわけではないことは周知のとおりである。キャ
リアデザイン学部のパンフレットに「設計・再設
計」とあるように、場合によっては、自分の描い
た人生にある程度の修正をしながら、何かしらの
意味付けをして、自分のキャリアを再度デザイン
していくのではないだろうか。
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本研究では、実際に大学生がどのようにキャリ
アデザインを描いたのか、そして就職活動を通し
てどのように、選択・修正・決定まで、キャリア
｢RE」デザインしたのかを検討したい。この研究
は田澤（2005）の分類によれば、５）のタイプに
あてはまるだろう。田澤（2005）は、５）のタイ
プの研究の場合、就職活動を終了してしまったと
いう経験により、その前のことを尋ねても回顧的
な再構成になる可能性があるため、就職活動終了
時において、就職活動をどのように評価している
のかという研究目的にかなうと述べている。
本研究ではキャリアデザインとの差異を明確に
するために、自分のキャリアを再度デザインする
ことをキャリア「RE」デザインと呼びたい。計
画修正もあわせて現在の大学生はキャリアをデザ
インしていくために、どのような将来を描いてい
るのだろうか。
３．大学生のキャリアデザインに関する従来
の研究
大学生において、キャリアデザインが最も顕著
に現れるのは進路選択場面であろう。従来の大学
生の進路選択研究を学年差に注目してレビューし
た田澤（2005）によれば、それらはｌ）低学年の
大学生（主にｌ～３年生）をターゲットにして進
路に関する意識を測定しようとする研究、２）大
学３年生のみに焦点を当てて調査を行っている研
究、３）就職活動前と後の二点比較により、ある
変化を捉えようとする研究、４）就職活動中に起
こっている変化に注目するために縦断的調査を行
っている研究、５）大学４年生のみに焦点を当て
て調査を行っている研究、６）大学卒業後に自ら
の進路選択を回想して、その評価を求める研究。
に分類できるとしている（図１）。そこで田澤
(2005）はｌ）のタイプの研究は多いが、３）～
６）のタイプの研究は数少ないことを指摘してい
る。
４．安田（1999）による満足度の三つの説と
その問題点
キャリア「RE」デザインした後の評価に関わ
ることとして、就職先への満足度があげられるだ
ろう。安田（1999）は、大学生が実際に就職する
際には、就職開始時の自らの志望とはかけ離れた
就職先に移動きせられていようともいなくとも、
学生の満足度は変わりないという調査結果を示
し、その理由として以下の３種類の解釈があると
している。
①「志望先変化」説
就職活動を通じて本人の志望先が変化し､そ
のため満足度が結果として下がらなかった。
１年生 ２年生 ３年生 ４年生
図１学年差に注目した従来の進路選択研究の概観（田澤、2005）
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②「内定＝満足」説
就職活動を通じて本人の志望というものが
なくなり、内定さえもらえれば結果として
どの企業であれ満足するようになった。
③「志望＝憧れ」説
就職活動開始時の志望は、「夢」「あこがれ」
程度のものであり実際に学生が真剣に志望
しているわけではなかった。
者の属'性を表１に示す。所属学部は文系も理系も
含まれた。平均年齢は22.80歳（標準偏差1.79）
であった。
表１対象者の属性
対象者大学 所属学部 年齢
男性Ａ
男性Ｂ
男性Ｃ
男性、
男性Ｅ
男性Ｆ
女性Ａ
女性Ｂ
女性Ｃ
女性，
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
私
私
国
私
私
私
私
私
私
私
キャリアデザイン学部
キャリアデザイン学部
商学部
工学部
法学部
経済学部
キャリアデザイン学部
キャリアデザイン学部
文学部
獣医学部
２
７
２
２
２
５
２
２
２
２
 
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
 
上記の解釈について、①の「志望先変化」説に
ついては、本人の志望先が変化したと述べている
が、どうして変化したのかがわからない。②の
｢内定＝満足」説の内定さえもらえれば満足する
という解釈は強引すぎではないだろうか。就職活
動は本人が何らかの形で納得して終了するもので
あると考えられるので、これはキャリアデザイン
の観点でも本人の気持ちを無視した解釈である。
③の「志望＝憧れ」説は、確かに就職活動開始時
点では、本人の知っている情報が少ないために、
始めは誰もが知っている有名企業を志望している
かもしれない。ただ、「志望一憧れ」という表現
はややニュアンスが違うように思われる。また、
満足度が変わらない解釈が３種類だけではなく、
他の解釈も考えられないだろうか。
2．調査期間
2007年７月中旬から11月下旬であった。
３．手続き
調査対象者は、進路が決まった大学４年生を募
集した。調査に先立ち、対象者からは研究への協
力について、例えば話したくないことは話さなく
ても良いことなど、インフォームドコンセントを
得た。
各対象者に半構造化面接を行った。主な質問項
目は下記のとおりである。５．本研究の目的
そこで、本研究では、キャリアデザイン、キャ
リア「RE」デザインの観点から、安田（1999）
による三つの解釈（大学生が実際に就職する際に
は、就職開始時の自らの志望とはかけ離れた就職
先に移動させられていようともいなくとも、学生
の満足度は変わりない理由）に修正を加えること
を目的とする。
大学１年から３年生まで（就職活動まで）将
来をどのように考えていたか
就職活動を始めた際の当初の志望先
仕事選びの軸に関すること
就職活動での変化
内定先の満足度について
当初の志望先を今どう思うか
就職活動を振り返ってどう思うか
将来についてどのように考えているか
１． 
●
●
●
●
●
●
●
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Ⅱ方法
１．対象者
東京都内に在学中で、就職活動を終えた大学４
年生１０名（男`性６名、女'性４名）であった。対象
各対象者の承諾を得て、ＩＣレコーダーへの録音
を行った。発話をもとに逐語録が作成された。面
接とテープおこしは第一筆者自身が行った。
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４．分析の視点
（１）分析のための時期設定
キャリアデザイン、キャリア「RE」デザイン
を考える際には、希望進路の変化を捉える必要が
ある。そのためには、比較するための時期を設け
る必要がある。そこで、本研究では以下の３つの
時期を設けた。
（２）希望進路が「一貫している｣／｢－貢して
いない」の判断
就職活動の初期、中期、後期まで一貫して同じ
希望進路がある場合と、一貫した希望進路がない
場合では、計画修正もあわせたキャリア「RE」
デザインには違いがみられることが予想される。
そこで、希望進路が一貫している場合と、一貫し
ていない場合は分けて捉えることにした
希望進路が一貫している、一貫していないの判
断は、田澤（2003,2004）による５つの希望進路
の変化を参考にした。図２にそれぞれの特徴を示
す。拡張型、絞込型、単一型は希望進路が一貫し
ていると、断絶型、再現型は、希望進路が一貫し
･就職活動初期：企業にエントリーする前
･就職活動中期：企業にエントリーした時期
･就職活動後期：企業に内定を承諾した時期
ていないと判断できる。
1)拡張型:最初に希望していた進路を希望し続け,さらに新しい進路力観れるもの｡最終的
な進路は最初から希望していたもの。
－在学中一卒業時
進路のjl1lノ 民間企業一民間企 →民間企 ◎ 民間企業内定
自筆厩二‐→ﾌﾟﾋ自芝 × 
ｎＦ霧頁一頁１１
２)断絶型:最初に希望していた進路力吋ぺてなくなり,新しい進路が現れるもの｡最終的な
進路は新しく希望していたもの。
－在学中一卒業時
進路の〃 民間企 _氏'百1企粟×
大学院_ × 
、蒋頁一己]｜公務員合格
3鮫込型:最初に希望していた進路の中から希望しなくなる進路が現れるもの｡最終的な進
路は最初から希望していたもの。
－在学中一卒業時
進路のj`ﾘｸﾞ 閉企業一民間企業→民間企業Ｃ 民間企業内定
堂堂應皇一 × 
rZF霧冒一ﾇ１
４)単一型:希望進路が最初から最後までひとつであるもの｡最終的な進路は最初から希望し
ていたもの。
卒業時
民間企業内定
一生
進路の例
5)再現型:最初に希望していた進路がなくなるが,後になってその進路をもう一度希望するよ
うになるもの。
卒業時
民間企業内定民間企業◎
「天軍蔭一又１
田澤(20032004)を元に筆者が作図｡◎は内定取得や賦験の合格を、×は落選や辞退(希望し
なくなること)を示す。
図２ 5つの希望進路の変化
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ら、希望進路が一貫している群と、一貫していな
い群を分けて、以下に述べることにする。
Ⅲ結果と考察
１．希望進路が一貫している群（拡張型、絞
込型）
希望進路が一貫している群は５名（男性Ｄ、男
,性Ｆ、男,性Ａ、女性Ｃ、女`性Ｄ）であった。
まず、拡張型に変化した対象者２名（男性Ｄ、
男性Ｆ）の希望進路を表２に示す。拡張型とは最
初に希望していた進路を希望し続け、さらに新し
い進路が現れるものであり、最終的な進路は最初
から希望していたものであった（田澤、2003,
2004)。例えば、男'性Ｄは証券（ディーラー）を
軸としながらも、途中で不動産やコンサルを新た
就職活動初期、中期、後期において、まったく
希望進路が変化しない者はいなかった。１０名中１０
名に、何かしらの形で希望進路の変化が見られた。
就職活動初期、中期、後期まで一貫した希望進
路がある者は10名中５名（男性Ｄ、男性Ｆ、男性
Ａ、女`性Ｃ、女性Ｄ）であった。また、就職活動
初期、中期、後期まで一貫した希望進路がなく、
途中から希望し始めた進路に決定した者は上記以
外の５名（男`性Ｂ、男性Ｃ、男性Ｅ、女性Ａ、女
性Ｂ）であった。
これら二つの場合で、キャリア「RE」デザイ
ンには違いがみられることが予想されることか に希望していた。
表２対象者の希望進路【拡張型】
巨一「￣弓爾一可［~~弓爾一可
:識証券(読｢篭ﾗ制:蕊：
投資信託
銀行
信託銀行
不動産
コンサル
人材
:蕊:;証券【宗ｲ寵i宗)麹:;：．.￣仇 .～ｂ・
.－Ｐ． ．￣. 
表３対象者の希望進路【絞込型】
戸禰ョ－－
－P。 一・
Ｉ不動産(宗ｲ葎亘醜騰)I：■■
●
●
 
一蝿》坤汕一
■
●
 
一廸坤沖一一
1０４ 
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銀行
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女性Ｃ 保険
ＩＴ 
人材
重設機器
住宅ﾒーカー
:;不動嵐デイ葎EIヅパ叢)I：
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製薬(動物）
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就職活動を行う大学生の希望進路の変化と内定先の満足度の関連
次に、絞込型に変化した対象者３名（男性Ａ、
女性Ｃ、女性Ｄ）の希望進路を表３に示す。絞込
型とは最初に希望していた進路の中から希望しな
くなる進路が現れるものであり、最終的な進路は
最初から最終的な進路は最初から希望していたも
のであった（田澤、2003,2004)。たとえば、男
性Ａは最初からガス、電力、教師などを希望して
おり、その中から紋込みを行い、最終的にはガス
に決定した。
なお、単一型（希望進路が最初から最後までひ
とつであるもの。最終的な進路は最初から希望し
ていたもの（田澤、2003,2004)）に該当する者
はいなかった。
以下､拡張型に変化した２名（男`性Ｄ、男性Ｆ)、
絞込型に変化した３名（男'性Ａ、女'性Ｃ、女`性Ｄ）
を対象老ごとに見ていこう。
(1)（拡張型）男性Ｄの場合
表４男性、の就職活動初期から後期における希望業種の変化
戸爾ョＦ￣鞆ョ
!:!:!:Ｉ証券!(デギ窯ﾗ器):蕊：
投資信託
銀行
信託銀行
不動産
コンサル
人材
:I:!:!:証券(デオ特ﾗ帯)蕊:ｉ
投資信託
銀行
信託銀行
.～Ｐ。 .￣伊．
表５男性、の就職活動初期から後期についての発言
【初期】
て証券会社調べたんだけど、証券会社って自分で株の売買できな朱が好きだから、 証券会社とかがいいかなっ
いんだよね。自分で売買するのが好きだったから、それじゃあんまり意味がないかなって思って。自分の好き
な証券業界に入って、株はやらないかもしれないけど、まあ株の事考えていられる、仕事として証券会社に入
ったほうがいいのか、それとも仕事は別の業界にして実際に自分で売買は自分でやった方がいいのかなって、
すごく迷ったのね。それで、実際どうしたらいいのかなって思って調べていたら、よく見たら証券会社の中に
自分で、こう仕事として株の売買する部署があると、ディーラーっていう職業があるんだっていうのを発見し
て、おっじゃあそれがいいじゃんって恩｡-て。だから俺本当に、ディーラーにはなりたかったけど、営業もそ
うだし事務で、証券会社には入りたくなかった。自分で売買できなくなるから。唯一、ディーラーなら仕事と
して売買できるからっていう感じで。で、ディーラーしかないって、ディーラーだめだったら、別の会社で自
分でやった方がいいかなって結論に達して。とりあえず、ディーラー目指してみようかなって。（中略）（最初は）
やっぱり色んな業種見てみたかったし、やっぱり、あんまりディーラーって言っていても、なれるって本当に
思ってなかったから、本当にこの４社くらいしか採ってくれるところがなかったから、しかもこの４社でも、
１社につき２人とか３人くらいしか採用枠がなかったから。最初は幅広く・
【中期】
３年生の時点では、まだ絞ってなかったから、４年に入って就活終わるまで、本当決まるまで、金;融ならディ
ーラーで、ディーラーになれなかったら他のを選ぶ。他のにして、自分で株をやろうかなと。だから、３年の
時点では本当に幅広くやっていて、その、投資信託の会社っていいかなって思って、ファンドマネージャ-つ
ていうのかな、それも一応運用には携われるから、始めのうちは投資信託の会社受けたの。色々受けて、投資
1０５ 
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信託の会社、最終面接まで行かなかったかな、部長面接とかで結構落ちたりしていて、その面接とか受けてる
うちに、ファンドマネージャーってどうかなって思って（中略）あとはファンドマネージャーが下した方針に
従って売買を行うところとかあって、俺株の売買の何が好きなのかつていうと、自分で、自分の裁量で取引す
るのが好きだから、そう考えると、投資信託の会社の中のトレーダーっていう部署はファンドマネージャーの
決定に従っていけば、人の意志で売買するだけだし、ファンドマネージャーになったとしても、意思決定はす
るだけで実際の売買はやらないし（中略）一応エントリーしたけど、半分くらい受けた段階で、やめとこうか
なって思って、入ってもあんまりやりたいことないなって思って、それで結局、投資信託の会社、半分くらい
受けてからもう、全部受けなくして、ディーラーの会社、証券会社一本に絞って（中略）銀行と証券と信託銀
行、不動産も受けたよ。あとコンサルと人材も。（第一志望は）やっぱり－番は証券のディーラーだけどディー
ラーって幅が本当狭〈て、絞ってたっていうよりは、そこがだめだったらっていう感じで、まあ色々他のほう
も見てたかな。落ちたときの事も考えて。（中略）全部書いて、筆記テストも全部受けて、面接とかまでいって
たんだよね。やっぱり面接とか受けてるくちに、ピンとこないんだよね。（中略）（証券会社にディーラーとして）
で、まあなんとか受かることができたって感じです。
【後期：内定先の満足度】
満足度はもう100パーセント。やっぱり本当にやりたい仕事ができるところに入れたので。
男`性Ｄの就職活動初期から後期における希望業
種の変化を表４に示す。男性Ｄは、初期に証券会
社のディーラーを希望し続け、さらに中期から不
動産、コンサルなど新しい業種を希望した。最終
的には、進路は最初から希望していた証券のディ
ーラーに決定した。
男性Ｄの就職活動初期から後期における発言を
表５に示す。
就職活動初期において、男性Ｄは「株が好きだ
から、証券会社とかがいいかな」と好きな株を仕
事にできる証券会社を見つけた。そこで、実際に
調べていくうちに「こう仕事として株の売買する
部署があると、ディーラーっていう職業があるん
だっていうのを発見して、おっじゃあそれがいい
じゃん」とディーラーという新たに具体的な職種
を希望するようになった。また「ディーラーには
なりたかったけど、営業もそうだし事務で、証券
会社には入りたくなかった。自分で売買できなく
なるから」と証券会社に入る条件として確実にデ
ィーラーという職種で募集している会社を希望す
るようになったため、落選したときのことを考え、
他の選択肢も視野に入れて「最初は幅広く」興味
のある金融を中心に就職活動を行うことになった。
就職活動中期になり「金融ならディーラーで、
ディーラーになれなかったら他のを選ぶ。他のに
して、自分で株をやろうかな」という気持ちが強
くなっていった。そのために就職活動を「本当に
幅広くやって」いくようになった。すなわち、希
望業種を拡張したということである。男性Ｄが初
めに興味を持ったのは「投資信託の会社」であっ
た。しかし、「自分の裁量で取引するのが好きだ
から」という理由から、自分の裁量で取引できな
い投資信託の会社を希望しなくなっていった。ま
た、銀行と証券と信託銀行、その他不動産、コン
サルや人材という業種も選択するようになってい
った。その理由について「－番は証券のディーラ
ーだけどディーラーって幅が本当狭〈て｣、「落ち
たときの事も考えて」と述べており、男性Ｄは証
券会社のディーラーになることを最も希望してお
り、その他の進路は落選したときのことを考えて
希望したということが分かる。
最終的には、希望した職種であるディーラーと
して証券会社から内定が出た。内定先の満足度に
ついては、「満足度はもう１００パーセント。やっぱ
り本当にやりたい仕事ができるところに入れたの
で」と述べている。
以上のことから、男性Ｄが最終的に就職先を決
定したのは、就職活動初期から最も希望していた
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職種で採用されたためと考えられる。
(2)（拡張型）男性Ｆの場合
表６男性Ｆの就職活動初期から後期における希望業種の変化
Ｆ雨T~可一一
広告
蕊:蕊:!:!P掠会社:l:!:;:{*!:!:Ｉ
不動産
－仏． .。－.
表７男性Ｆの就職活動初期から後期についての発言
【初期】
広告、ＰＲ･一応出版も見ていたけど、 もう広告、ＰＲがメイン。一貫してもう。（中略）何かしら自分の力
価値を広げていったり、だから友達とかにおいしい店連れていつで、あるものの価値を高めていくとか、
たり、いいところ連れていったりとか・あとはライブやったら英語会っていう団体の価値を高めていかせ
たいっていうのがあったから。価値を高めたり、広めたり､そういうのを仕事の中でやりたい。あと広告
はビジュアルの世界じゃん。小さい頃からずっと絵が好きで、小中高と。 そういうビジュアル的な面で、
まあ特に興味あったのは《広告そういうのを仕事の中で携わってやりたいっていうのがあった。（中略）
代理店名》だね。
【中期】
(他の業界は）回ったけど、一応好奇心で。色んな業界知りたいっていうのがあったから。普通に不動産
とか回ったりとか･
【後期：内定先の満足度】
う－ん、満足って、多分どこ受かっても満足じゃないと思う。だって、スタートラインに立ってないから。
満足って全くないよ。だって、働いてきだしてからも、満足ってないと思うけど多分、多少のそういう感
じになるかもしれないけど。
(就職活動を振り返って）自分について深く知ることができた。強みと弱みとか。やっぱり業界も社会も
知るのもそうだけど、それ以上に自分を知るすごい良い機会だった。
(将来について）周りが自分に何かをしてくれるよりも、常に自分から周りに何かをしていく、自分が結
構人生の価値観の一つに周りが与えるように自分が周りに与えてきているから、だから多分、社会に出て
も、周りから以上に自分から、周りを幸せにしたりしていくっていうのは、多分家庭でも会社でも感じている。
男性Ｆの就職活動初期から後期における希望業
種の変化を表６に示す。男性Ｆは、初期よりＰＲ
会社を希望し続け、さらに中期から新しく不動産
を希望した。最終的には、最初から希望していた
PR会社に決定した。
男性Ｆの就職活動初期から後期における発言を
表７に示す。
就職活動初期より、男性Ｆは広告、ＰＲ会社を
希望した。その理由として「価値を高めたり、広
めたり、そういうのを仕事の中でやりたい｣、「広
告はビジュアルの世界じゃん。小さい頃からずっ
と絵が好き」だったと述べていた。
就職活動中期においても希望進路は広告、ＰＲ
会社と変化はなかった。他の進路については「回
ったけど、一応好奇心で｣、「不動産とか回ったり
とか」と述べ、新たに出てきた広告、ＰＲ以外の
1０７ 
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進路については、新たに希望度の強い進路が出て
きたわけではないことが窺える。
最終的にＰＲ会社から内定が出ることで就職活
動を終了した。内定先の満足度については、「多
分どこ受かっても満足じゃないと思う。だって、
スタートラインに立ってないから。満足って全く
ないよ」と述べていた。
また男性Ｆは就職活動について「自分について
深く知ることができた」と就職留年を経験したこ
とで、「あるものの価値を高めていくとか、価値
を広げていったり」することが好きだという自分
を知ったことで自分に最も合った進路として広
告、ＰＲを選択し、２回目の就職活動では希望進
路を一貫して希望したことが分かる。
男性Ｆが最終的に就職先を決定したのは、就職
活動初期から希望進路が明確であり、希望する企
業から内定が出たためと考えられる。
(3)（絞込型）男性Ａの場合
表８男性Ａの就職活動初期から後期における希望業種の変化
－市雨言
;:::Ｗ::::::::::::ガス:::::::::::::::::::：
電力
教師
自動車メーカー
家電
:::::::::::::::::::::ガス:::::::::::::Ｗ:：．~￣． ,~￣少.
表９男性Ａの就職活動初期から後期についての発言
【初期】
３年の時点では、まだ（教師を）捨てていなくて（中略）３年の夏前くらいから、教育実習にお願いに行
かなきゃいけないってことで、母校の高校のほうに連絡して（中略）先生に相談したら、やっぱりなかな
か教師っていう職業は薦められないっていう、現実っていうのを聞かされて、特に《男性Ａの地元》は年
に採用は１人ないし２人で、もしかしたら僕らが受けるときには、ない可能性があるから（中略）もう一
回教師だけにこだわらずに、視野を広げてみたほうがいいよっていうアドバイスをもらって（中略）どん
どんシフトしていくようになった（中略）その時にだんだんと職業、仕事だけじゃなくて、生涯のキャリ
アプランっていうのを考え始めて、今までは職業、仕事だけにとらわれていたけど、それ以外にもプライ
ベートな時間とか、やっぱり家庭も持ちたいなっていうのもあって、そういったときに、家庭との両立と
かを考えたときに、この職業でいいのかつて考え始めて、そこからまた秋に入って、民間企業とかを調べ
ながら、自分に合ったものを探していつたていう感じで。
(中略）大手の企業っていうのがすぐ頭に浮かんで（中略）セミナーとか会社説明会とか行ったりして、ど
んどん合ったところを探していった（中略）その時には親との相談で、電力、ガスとかそういった具体的
なものができて（中略）インフラ関係を薦められて、親も自分の,性格をすごく良く理解して薦めてるんだ
ってよくわかったし、インフラいいなって、すごく魅力を感じて（中略）安定しているのも、もちろんだ
し、あと、定時に帰れたりして、そういった残業とかもないし、残業してもちゃんと手当てが出るってい
うのがあって。やっぱり家庭も常に安定した収入が必要だし。（中略）特に仕事に対して成功してトップに
なって、登りつめてやろうとか、そういったのはあんまり思ってなくて、ずっと、僕の場合は、親父の方
が色々一緒に行動したりとかして、色々話とかもしたりしているから、そういった面で親の存在ってすご
い大切だなって。（中略）親とのコミュニケーションってすごく大事だなって感じるところがあって。（中
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略）あとは自動車メーカーとか家電とかを中心に見ていった。
【中期】
１月のおわりくらいから、徐々にエントリーシートを提出して、一番多いのは２月が一番エントリーシー
トの提出が多くて。どんどん合っていない、イメージと違うところは削除して、結局11社、でもメーカー
とか家電とかも全部切り捨てて、最終的にインフラ。電気、ガスのエネルギー業界に絞って。でも結構大
きな賭けで。自分はすごい不安で。（中略）やっぱりインフラとかIよすごい学閥とかがあるっていうのも、
ちよこっと聞いたりして、特に大きいところになると。（中略）会社説明会に行ったら名札が配られて、見
たら大学名も書いてあって、エントリーして行くから。（中略）《電力会社名》は３次くらいまで行って。
で、途中で決まったから断って。やっぱり《内定先のガス会社》の方が自分にとってすごい魅力で。《内
定先のガス会社》は自分のやりたいと思っていたことができる会社で。
【後期：内定先の満足度】
願ったり叶ったりってで、すつどい縁も感じて、（中略）最終的にはすごく納得がいく感じで。
男性Ａの就職活動初期から後期における希望進
路を表８に示す。男性Ａは初期において、ガス会
社、電力会社、教師、自動車メーカー、家電など
幅広く希望していた。中期において、ガス会社、
電力会社は希望し続け、教師、自動車メーカー、
家電は希望しなくなっていった。最終的には初期
から希望していたガス会社に決定した。
男性Ａの就職活動初期から後期における発言を
表９に示す。
就職活動初期において、男`性Ａはそれまで教師
を希望していたが理想と現実とのギャップから教
師という職業を主体的に選択しなくなっていっ
た。その後民間企業への就職という選択をするよ
うになっていく。男`性Ａが希望したのが「電力、
ガス」などのエネルギー業界。その理由として、
｢安定している｣、「定時に帰れたりして｣、「残業
とかもない｣、「残業してもちゃんと手当てが出
る｣、「やっぱり家庭も常に安定した収入が必要だ
し」と述べていた。他にも自動車メーカーや家電
などの業種も新たに希望するようになった。
就職活動中期においては「イメージと違うとこ
ろは削除して｣、「メーカーとか家電とかも全部切
り捨てて｣、「電気、ガスのエネルギー業界に絞っ
て」と希望業種の電気、ガスに絞るようになって
いった。最終的に男性Ａは電力会社を辞退し、ガ
ス会社の内定を承諾した。その理由として「自分
のやりたいと思っていたことができる会社」と述
べていた。
内定先の満足度については「願ったり叶ったり
ってで、すつどい縁も感じて」と述ぺていた。
男`性Ａが最終的に就職先を決定したのは、本人
の職業価値観などを考慮し就職活動初期から一貫
して希望していた進路の中で、仕事での目的が明
確だった企業から内定が出たためと考えられる。
(4)（絞込型）女性Ｃの場合
表１０女性Ｃの就職活動初期から後期における希望業種
}不動産(ディベロッパー）,･云い 一
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表１１女性Ｃの就職活動初期から後期についての発言
【初期】
意識し始めたのは、３年の秋になったら始めようって思っていて。で、３年になったときに（中略）とり
あえず、興味を持った業界の講演会は必ず行って。それは学校でやっていて。まずは業界をざっくり全部
見ようと思って。全く興味の沸かないのは見なかったし、あとは理系のは関係ないから見なかったし。そ
こで、まあ、そうだね、最初に惹かれたのは保険。先輩が就職してたから。（中略）やっぱりそれは先輩
の影響かな。女性が働きやすいっていうのがあって。その後、確かＩＴを見て、（ＩＴは）ＳＥ･性格診断やる女性が働きや ・
と必ずＩＴが向いているって出る。 でも、絶対向いているとは自分では思えないんだけど。そうだね、その
〕そのあと住宅を見て、住宅メーカーを見つつ、あと重設機器、それを後は、あ、人材だ、人材結構見た。￣ 
見つつ、不動産。（会社選びで）童重視したのが、職種っていうか仕事内容で、
設けていないところでも仕事内容で選んで、仕事内容と勤務地。勤務地…か】
明確に企画職っていうのを
勤務地… な。
【中期】
保険とＩＴは秋くらい。で、やっぱり違うなって思ってやめて。 その後興味を持ったのが人材、これは結構
一
画職）で選ぶから、結局バラバラになるん見てて、あの、本当に本当に色んな業界を見ていて。職種（企画職）
だよね。業界ではちょっと言えないかもしれない。
(中略）志望度合いが高かったのが、人材と不動産かな。ＩＴでも、内ＩＴでも、内定もらったんだ。でもＩＴっていうか、
出版というのか。そこはそこで、企画として（内定を）もらっていて。人材を受けつつ、そしたら、やつ￣
 
ばり企画のような仕事がしたいなって思いだして、（中略）人材は途中で辞退したんだよね。人材でやる
ことって営業だなって。（中略）住宅メーカーも一部企画っぽいことができるところだけ。ものづくりが
したいと思って。成果が形になって、目に見えないものが目に見えるものになるっていう仕事。
【後期：内定先の満足度】
(不動産に決めた理由は）一番自分に合っているていると思ったからというか、 《内定を承諾した会社
仕事内容ははっきりして
、あとは、社員さんの話
名》から内定が出た時点で他は辞めたから。
るし、勤務地もはっきりしているし、そうし
企画職で内定をもらっているから、
そういうことで、この軸はクリアしてるし、
ど、こういう人になりたいなって思って。を聞いて、その人は女性だったんだけど、 最後は人だね。（内定先
の満足度について）私は満足、満足というどころか、大満足。
女性Ｃの就職活動初期から後期における希望業
種の変化を表１０に示す。女性Ｃは初期より、損保、
IT、人材、重設機器、住宅メーカー、不動産（デ
ィベロッパー）など、多様な希望業種があった。
中期では、絞込みを行い、人材、住宅メーカー、
不動産（ディベロッパー）を継続して希望した。
最終的には、当初より希望していた不動産（ディ
ベロッパー）に決定した。
女性Ｃの就職活動初期から後期における発言を
表１１に示す。
就職活動初期において、女`性Ｃは、幅広い業界
を見て、初めに「保険」を希望し、その理由とし
て「先輩の影響」そして「女性が働きやすいって
いうのがあって」と述べ、また「IＴ（SE)」につ
いては「性格診断やると必ずＩＴが向いているって
出る」という理由を述べていた。その他に人材、
住宅メーカー、重設機器、不動産という業種を希
望し、このことについて、「仕事内容（企画職）
と勤務地」を重視したためということであった。
就職活動中期において、「保険」と「ＩＴ」は
｢やっぱり違うなって思ってやめて」と希望しな
くなった。「人材」は更に希望するようになり、
｢不動産」と並んで志望度合いが強くなる。その
後人材について「やっぱり企画のような仕事がし
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たいなって思いだして」「途中で辞退したんだよ
ね」と仕事内容の面で自己理解が深まり辞退する
ようになる。また「住宅メーカー」については
｢企画っぽいことができるところだけ」と仕事内
容を企業選択の軸としていることが伺える。企画
職を希望する理由として「ものづくりがしたいと
思って。成果が形になって、目に見えないものが
目に見えるものになるっていう仕事」と述べてい
た。その後不動産から内定が出たことについて
｢－番自分に合っていると思ったから」と述べ、
｢企画職で内定をもらっているから｣、「勤務地も
はっきりしている」という点と最終的には「社員
さんの話を聞いて、その人は女性だったんだけど、
こういう人になりたいなって思って。最後は人だ
ね」ということから女`性Ｃは不動産の企業に内定
を承諾した。内定先の満足度については、「私は
満足、満足というどころか、大満足」と述べてい
た。
以上のことから、女`性Ｃが最終的に就職先を決
定したのは仕事内容と会社の雰囲気が自分に合っ
ていたためと考えられる。
(5)（絞込型）女性Ｄの場合
表１２女性、の就職活動初期から後期における希望業種
}:蕊:!:!:蕊:;:音楽:!:!:蕊:蕊:!：,.￣Ｐ． .｡￣少．
表１３女性、の就職活動初期から後期についての発言
【初期】
音楽かなあっていうのがあって。
ても楽しんでいたんだけど、な／
一応ライブとかに行くのがすごい好きで、ライブとか行っても観客とし
なんだろう、裏からこういう人たちを見てみたいなっていうのが、すごいず
つと、今までの中でちょっとはあったから、じゃあそれの仕事をしてみたいなって思って。一応、大学の
費用とかを出してもらっていたから、名目上は、しかも音楽業界って結構難しいだろうと思ったから、
応動物系も受けたんだけど、でも動物系のその製薬会社受かっても直接は動物を助けることはできないし、
ぶっちゃけ、やっぱり人間の医者にもあるのと同じで、ＭＲみたいなの、営業になっちゃうから。自分の
人生を医者の人に、これいいですよとか、接待とかの人生よりも、ライブとかそういうエンターテイメン
ト系で人を楽しませていた方が面白いなあと思って。（中略）（音楽業界を志望したのは）人を喜ばせるよ
うなことをしたいなって思って。人のためみたいなこと考えていたから。それと、親がジャズとかバンド
演奏したりしている人だったから、小さい頃から。
が身近にあったから。（中略）音楽が好きだから、
しかも自分もピアノしていたから、小さい頃から音楽
とりあえずそういうのに関わっている会社は全部、当
たって砕けるみたいなので全部受けて。（他の業種は）説明会は聞いたけど。リクナビとかの合同説明会、
就職博とか'よ行って、色々聞いたけど、でもあんまりピンとくるものがなくて。
【中期】
なかなか内定が決まらなかったから、どうしょうって感じで思っていて。すごい焦っていたけど、すごい
何か、人に頼っていた気がする。人に頼っていたというか、まだまだ自分に甘えていた感がある。何とか
なるんじゃないかなっていうのがあって。（本エントリーは）１，２月がピークだったんだけど、すごい
落ちまくったし。面接も通ったりもしたけど、でも落ちて、最終までは残らなくて、すごい何か、どうし
1１１ 
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ようどうしようって。（第一志望の音楽会社は）４次くらいまで行って。一応いけたんだけど、その時は本
当に自分で何とかしようっていう気持ちになっていたから、だからそこくらいまでは行けたのかなって思
っていて。（２，３月になって）自分はもっと変わんなきやなみたいな、甘さをなくさなきゃなって思って。
意地でも（音楽業界に）入ってやるって。（音楽業界に入ることを）貫いていた。色んな人にＯＢ訪問とか
して、色んな人に話聞いてると、やっぱり即実践力じゃないと入れないっていうのは聞いたから。だから
￣ 
インディーズのレコード会社にちょっとアルバイトさせてもらってたりして。（中略）最初は何とかなるっ
ていう甘えもあったんだけど、でも自分から何かしていかなきゃ受からないなって思い始めて、それでア
ルバイトしたりとか、色んな人に音楽業界について聞きまくって、情報を集めて、で、そういうなんか、
業界像みたいな、こういう人がいるんだろうなっていうのも確立し始めてきてから、ちょっとでも近づこ
うと思って（中略）
【後期：内定先の満足度について】
(音楽関係の会社に内定が出たのは）５月くらい。製薬は２，３月に出ていたんだけど。（製薬会社と音楽
関係の会社の２社のうちどちらに入るかは）迷いはなかった。（内定先の満足度について）すごい満足。自
分のやりたいことがいっぱい詰まっている会社。なんでも挑戦していきたいなって思う。
女`性Ｄの就職活動初期から後期における希望業
種の変化を表１２に示す｡女性Ｄは初期より、音楽、
製薬（動物）と複数の希望業種があったが、最終
的には、初期より希望していた音楽に決定した。
女性Ｄの就職活動初期から後期についての発言
を表１３に示す。
女性Ｄは就職活動初期において、「一応ライブ
とかに行くのがすごい好き」で「裏からこういう
人たちを見てみたい」ことをきっかけに音楽業界
を希望するようになる。また、女`性Ｄが勉強して
きた動物の分野の進路については「大学の費用と
かを出してもらっていたから名目上は」「一応動
物系も受けた」としているが、「動物系のその製
薬会社受かっても直接は動物を助けることはでき
ない」ことや「音楽業界って結構難しいだろうと
思ったから」など、落選したときのために受けて
おり、製薬会社は本人が実際に希望している進路
ではないことがわかる。音楽業界を希望する理由
としては「人を喜ばせるようなことをしたい」ま
た「小さい頃から音楽が身近にあったから」と述
べている。
就職活動中期に入ると、「意地でも（音楽業界
に）入ってやる」というように音楽業界への希望
度合いが強くなっていく。「色んな人にＯＢ訪問と
かして」「インディーズのレコード会社にちよっ
とアルバイトさせてもらったり」と音楽業界への
内定のために本人自身が音楽業界を更に知るこ
と、業界像に近づくために努力するようになって
いく。最終的に製薬会社と音楽業界からの内定を
もらうが女性Ｄは音楽業界を承諾した。内定先の
満足度については、「すごい満足。自分のやりた
いことがいっぱい詰まっている会社」と述べてい
る。
女性Ｄが最終的に就職先を決定したのは、就職
活動初期から明確な希望進路があり、その企業か
ら内定が出たためと考えられる。
２．希望進路が一貫していない群（断絶型）
希望進路が一貫していない群は５名（男性Ｂ、
男性Ｃ、男,性Ｅ、女'性Ａ、女性Ｂ）であった。希
望進路が一貫していないタイプはすべて断絶型と
して分類ができた。再現型（(最初に希望してい
た進路がなくなるが、後になってその進路をもう
一度希望するようになるもの（田澤､2003,2004)）
に該当する者はいなかった。
断絶型に変化した対象者の希望進路を表１４に示
す。断絶型とは最初に希望していた進路がすべて
なくなり、新しい進路が現れるものであり、最終
的な進路は新しく希望したものであった（田澤、
2003,2004)。たとえば、男性Ｂは途中で食品メ
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_カーを希望しなくなり、最終的な進路は途中から希望した印刷であった。
表１４対象者の希望進路【断絶型】
F~￣雨ｒ~可亡一一
食品メーカー
ビール
商社
証券
人材
メーカー
!:i:蕊:!:;:;:;:{印刷:蕊:!:l:;:!:;:{：
銀行
信託
一
:i:蟻:i:!:!:!:!:Ｉ印:刷i:!:;:}:l:;:;:!:!:；→ 
商社
シンクタンク
銀行
政策投資銀行
コンサル
自動車メーカー
Ｉ不動産(デイベロツバ崇)：
鉄道
→ 
'不動産(デ灘拭ロツパ崇】￣ 
－◆ 
;:i:!:!:蕊獅(姓資):鍵:;:;:i:!：,￣ザ．
一
!:!:!:!:!:):l:;:!:お菓子!:蕊:蜜:I:!→． 
￣ 
Ｗ::::::::::::::ﾒ強ネ::::::::::::::::::：一．
ごとに見ていこう。以下、断絶型に希望進路が変化した５名（男性
Ｂ、男性Ｃ、男性Ｅ、女性Ａ、女性Ｂ）を対象者
1１３ 
男性Ｂ 食品メーカー
男性Ｃ 商社
男性Ｅ 商社
教育
:!:!:;:;:}:;:!:i:お菓子蕊:;:蕊:！:！
おもちゃ
女性Ａ 学校の先生
教育
女性Ｂ 警察官
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(1)（断絶型）男性Ｂの場合
表１５男性Ｂの就職活動初期から後期における希望業種の変化
－亡一Ｅ~￣爾司
食品メーカー
ピール
商社
証券
人材
メーカー
:!:蕊印刷:ｌ:!:;:!:;:〈樟；
銀行
信託
一
:識:;:;:l:;:蕊印刷!:!:蕊.＝■ト
表１６男性Ｂの就職活動初期から後期についての発言
【初期】
当初の志望先は食品メーカー。就職活動自体は３年の５月の後半かな。グローアップセミナーっていう、
就職活動のスタートラインに立とうみたいなことをやっていて、（中略）社員の人が来て、ていうはその
人はゼミの先輩の知り合いだったから、で、３年生の今の就活意識の調査をしたいっていうので来たんだ
けど、その時にそのセミナーを紹介してもらって、友達とじゃあ行ってみようかっていうことで、行って
みたのがきっかけ。（中略）とりあえず中心は食品メーカー。（他業種については）この当時は考えてなか
ったっていうより、他がわかんなかった。８月にビール会社のインターンシップを受けて、その時に、て
いうか８月、９月にインターンシップいっぱいやったんですよ。その時に他の大学の就活生とかと仲良く
なって、そういった人の話しを聞いて、その人が興味持っている業界のいいとことか聞くと自分も興味持
って、面白そうだなって思って、セミナーに参加して、そこも自分の志望群に入っていったみたいな。ど
んどん、ぽこぽこ付いてきた。
【中期】
(食品メーカーと他には）商社、証券、あと人材、あと食品じゃなくてメーカー。（志望度合いの強かった
のは）食品メーカー。あとビール会社だね。会社選びの軸は、５月から12月くらいまでは、食品に携われ
るところ。あと大手。この２つ。でどっちかに適っているのだったら行きたいなと思って。この商社とか
証券とか人材とかは大手に含まれるから。エントリーシートを出したとこは、食品メーカー、人材、金融
(金融は）銀行と信託、証券。それと、商社。と、その他メーカー。このときの軸は、この２つは残って
たのに、１個足されて、自分の特徴が活かせるところ。僕の特徴は、新しい、今あるものに新しいアイデ
アを足してより価値を高めるっていうところが。こんなのどこだってできるんだ。（笑）だから、そんな
に絞らなかったですね。この３つの中でどれが一番軸があったかっていうと、大手です。それがやっぱり
最終的に残った軸ですね。（理由は）まず安定志向。会社と一緒に成長する気もないし、会社と一緒に潰
れる気もない。安定志向でしよ。それから、あと、やってることが大きいから、ダイナミックに働ける。
それと、色んな人がいるから、例え一人変な人がいても、周りの人たちが多分自分の仲間になってくれる
だろうなみたいな、逃げ場があるっていうか。こじんまりとした小さなところだったら、自分に合わなか
ったらやっぱり居場所が辛くなるじゃないですか。
【後期：内定先の満足度】
(最終的に内定が出たのは）人材の《人材業の企業名》と食品商社の《食品業の企業名》・あとは、《印刷
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業の企業名》印刷と《ビール会社名》ビールと、《食品関係の企業名》。（この中で内定を承諾した企業名は）
《印刷業の企業名》。（中略）最終的に迷ったのが、《ビール会社名》ビールと《印刷業の企業名》印刷で、
えっとね、色んなことができるっていうことと、印刷の技術ってこうガッシャン、ガッシャン刷るのから、
段々、ウェブとかに変わってきていて、ウェブデザインもするし、あとは、スイカとかにも使われている。
触らないでもピピってできるような、ああいうのもやってる。クレジットカードも印刷会社がほとんど作
っている。で、どんどんフィールドが広がっていて、色んなことができるっていうのと、業界トップって
肉体的にきつくないかなっていうのは、ビール会社だと
ぶかなとかって思って。（中略）（内定先の満足度につい
いうこと。あと、肉体的にきつくないかなって。
相当飲むなっていうのと、あと重いものとかも運ぶかなとかって思って。
て）大変満足ですね。大大満足だね。
【当初の志望先についてどう思うか】
自分の得意分野が食品だから、やっぱり食品の知識とか活かせるところに行った方がよかったかなってい
うのは、ちょっと思っていました。自分の知識とかも今までのもあるし、みんなと違った５年間を過ごし
ていたわけじゃないですか。そこをある程度活かせる場が食品関係だから、そういったところに行った方
がよかったかなっていう思いと、あと全く別のところにチャレンジできる、しかもそこそこ優良企業でで
きるっていうところに希望を見出していた。 だから２つ考え方があって、ワクワクとちょっと後悔みたい
か、未知のものに挑戦できる、今までの自分をリセットできな。（中略）全く未知のところで活躍できるとか、
るみたいな感じで、ていうワクワクと。で、今J１今現在考えてみると、この選択は正しかったなって。（中略）
本当、食品って難しいと思って。例えば自分が携わってないところでも不正表示とか、リスクがでかいし、
あと、まあ企業にもよるけど、お給料が一般的に安いところが多いから。《ビール会社名》ビールと《印刷
の企業名》印刷は比べると同じくらいなんだけど、他の食品メーカーとかと比べると、自分が大企業を選
んだ基準として安定しているっていうのがあったから、より高い基準で安定しているところに行けたのが
良かったかな。
男性Ｂの就職活動初期から後期における希望業
種の変化を表１５に示す。男`性Ｂは初期において食
品メーカーを希望していたが、最終的に決定した
のは中期から希望し始めた印刷であった。
男性Ｂの就職活動初期から後期における発言を
表１６に示す。
就職活動初期において、男性Ｂは、食品メーカ
ー中心に志望した。その理由として「他がわかん
なかった」と述べている。しかし、インターンシ
ップに参加するにつれて「他の大学の就活生とか
と仲良くなって、そういった人の話しを聞いて、
その人が興味持っている業界のいいとことか聞く
と自分も興味持って」と新たな業種への興味が出
てくるようになり、本人の中で食品メーカー以外
の進路も考えるようになった。
就職活動中期においては、「商社、証券、あと
人材、あと食品じゃなくてメーカー」と希望業種
が増え、その中でも「食品メーカー」と「ビール
会社」の志望度が高いと述べている。これらの仕
事を選んだ理由として当初は「食品に携われると
ころ。あと大手」という２つであったが、後から
｢自分の特徴が活かせるところ」とし、「今あるも
のに新しいアイデアを足してより価値を高める」
という点を述べ、仕事選びで最も大事にしたこと
が「大手」であることを挙げ、その理由として本
人自身が「安定志向」であることと「ダイナミッ
クに働ける」と述べていた。
最終的に内定が出た人材、食品会社、印刷会社、
ビール会社の中から男`性Ｂは印刷会社の内定を承
諾する。その理由として「どんどんフィールドが
広がっていて、色んなことができるっていうのと、
業界トップっていうこと」と、最終的に悩んだビ
ール会社と比較して「肉体的にきつくないかなっ
て」と述べていた。また内定先の満足度について
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'よ、「大変満足ですね。大大満足だね」と述べて
いた。
そして、男性Ｂは当初の食品メーカーを希望し
ていたことについて、「自分の得意分野が食品だ
から、やっぱり食品の知識とか生かせるところに
行った方がよかったかなっていうのは、ちょっと
思っていました」と述べながらも、印刷業界への
入社について「全く別のところにチャレンジでき
る｣、「優良企業でできるっていうところに希望を
見出していた｣、「今までの自分をリセットできる
みたいな感じで｣、「今現在考えてみると、この選
択は正しかった」と述べているように、自分自身
の選択を肯定し納得していることが窺える。
以上のことから、男`性Ｂは新たな情報の入手に
より、本人の中の希望進路の選択肢が広がった。
男性Bが最終的に就職先を決定したのは、安定性
や大手などの要因を重視するようになったためと
考えられる。
(2)（断絶型）男'性Ｃの場合
表１７男性Ｃの就職活動初期から後期における希望業種の変化
＝串顛~可
商社
シンクタンク
銀行
政策投資銀行
コンサル
自動車メーカー
:不動産Cﾃﾞ縦ﾛﾀﾊﾟ帯)Ｉ
鉄道
一
:不動:産(デ瀦穂ロヅパ÷）．．～ 
表１８男性Ｃの就職活動初期から後期についての発言
【初期】
そんなに決まってなくて、とりあえず回ってみればいいかなって感じで。ただ、商社っていうのは一つあ
ったんやけど、（中略）商社とかって結構起業とかに近い。社内でそういうビジネス起こしてやっていくつ
ていうのがあったから、割と自分のビジネスを進めていきたいっていうのがあったから。（中略）あとは何
か普通に上からもとりあえず見てみようかなって、銀行も見たし、大体見た。（中略）基本的には大企業や
つたな・（中略）大手の方ができること多いから。逆にちっちゃいとこっていうか、ベンチャーっていう線
もあるやん。ベンチャー行くんなら、別に、わざわざ他人のベンチャー行かんでも、そこまでのリスクと￣
 
るんなら、要するにベンチャー入るってことはそこが潰れたら自分が路頭に迷うわけ。どうせそこまでリ
スクとるんなら、自分で起業したらええやん。そっちの方がいいって。（中略）《男性Ｃの大学名》は学内
説明会が充実しているから、だから時間があったから行ってみようかなって、あとで受けたいって思った
ときに、その会社のこと知らんかつたらまずいから、とりあえず、時間があったらとりあえずちょっと興
味があったら見てみようかなって。
【中期】
(興味を持った会社は）商社。具体的に言うと、〈商社の企業名５社》とか。銀行も〈銀行名》かな。一応
プレエントリーは全部したけど、リクルーターとかが面倒くさかったから、まあとりあえずトップだけで
いいかなって。ほかは学内説明会とか、銀行そんなに、途中から行きたいと思っていなかったから、リク
ルーターは電話かかってきても行かなかった。あとは、《銀行名》とか、政策投資銀行。普通の銀行とかと
違った、公的な融資っていうか、例えば地域の再生とか、PFIっていうのを先進的に取り入れている会社
1１６ 
Hosei University Repository
就職活動を行う大学生の希望進路の変化と内定先の満足度の関連
で。面白い。かなり人材的にもいろんな人がおるし、それで受けた。あとは、メーカー、一応《自動車メ
一カーの企業名》とかさ（笑）あと、外資のコンサルとか（中略）戦略系のほうで《外資系コンサルの企
業名》とかエントリーして、日系やったら、《シンクタンクの企業名》。これはインターンに参加した。こ
れはインターンに行きたかったからっていうのもあんねんけど、試しに受けてみようかなって思って、そ
れで受けてみたら受かって。で、一週間くらいインターン行って。（中略）あと何かあったかな。う－ん、
あとは、海運とか受けてる。とりあえずみんな受けてるから。何やってるか俺もよくわからんけど、物は
運んでるのはわかるけど、文系が何やるのかはわかってない。（中略）起業とか考えているから、仕事が面
白いとこがいいかなって。割と志望度が高いのは、最終的な志望度だけど、戦略マップみたいなの作った
んやけど、第一志望群に入ったのは、商社の中でも《商社の企業名２社》かな。あと、不動産で《不動産
の企業名２社》で、不動産も一緒に入ってたし。あと、《シンクタンクの企業名》とか政策投資銀行とか。
そんなもんかな、第一志望群。最終的には結局仕事の面白さっていうのを考えてやって、－通り見ていっ
たら、やっぱり商社とか、不動産は途中で出てきて、銀行の中でも普通の銀行じゃなくて、こういう、（政
策投資銀行）仕事が面白い感じの銀行。（不動産を途中から志望したのは）簡単に言えば、仕事が面白いっ
ていうのに、途中で引っかかったから。あんまり始めはカバーしてなかったんやけど、途中でこれもあり
かなと。《信託会社名》信託のインターンに行ったときに、その時おった、そのとき一緒のグループだった
人から、不動産にいそうって言われて、不動産っぽいって言われて、あそうって感じで。それで、不動産
かって思って、不動産にプレエントリーしてみて、で、色々調べていって、あ、いいかもって思って。（実
際の選考については）商社は、《商社の企業名》は先に不動産の方が出たから途中でやめて、《商社の企業
名》は筆記で落ちた。あと、不動産は《不動産会社名》は途中で、面接で落ちた。で、政策投資銀行は最
終で落ちて、《シンクタンクの企業名》は、まあ、とにかく落ちた。インターンやったから、普通のルート
とは遠くて、いきなり面接が始まって、まあ、他には色々受けたど、銀行は途中でやめた。他は選考始ま
る前に辞退したから。
【後期：内定先の満足度】
まあ、別に、不動産に決まったのは、割と流れ的なものだったから、不動産が一番早く内定が出た。４月
の１０日くらいに出たから早かったんやけど、もし商社が先に内定がでたら、そっちになったかもしれんし。
この第一志望群っていうのは結構絞った後やったから、別にこの中でどこから来ても別にそこに行こうか
なっていう気持ちがあったから。だからここじゃないと絶対嫌っていうのはなかった。だから、あえて群
っていう言い方をしているのは、第一志望って言い方をすると、１，２，３，４ってなるけど、第一志望
群の中で１，２，３，４があるわけじゃなくて。（第一志望群に共通していることは）まあ仕事の面白さっ
ていうか、やりがいとか、この中で見たらわかるけど、多分、仕事の厳しさ的には、どれも相当厳しいよ。
どれもかなり激務。やけど、割と仕事は面白いのを選んでるから、だから、別に仕事の忙しさとかは`忙し
くてもいいやって思っててん。で、どっちかといえば、やっていく仕事が面白い方がいいなって思った。
割となんか、自分で主体的にやっていきたいなっていうのがあって、エントリーシートに書いたのは、主
体性を持って、自分でイニシアティブを持って仕事をしたい、ビジネスをしていきたいって。メーカーの
中で－つの購買をちよこっとやるんじゃなくて、商社やったら、割と広い部分を自分一人で見れるし、不
動産でも一つのビル、大体《内定先の企業名》なんかは、リーシング、六本木のミッドタウンなんかはリ
ーシング２人か３人でやってたり、割と自分で、自分の存在感を出してやっていけるっていうのは、この
中（第一志望群）の会社になる。それがイニシアティブを持っていうか、存在感を出すっていうのには割
と仕事の面白さと関連している。だから、全体的に見て、全体のビジネスを見て仕事をやっていくってい
うのが、それができるっていうのが割りとあった。それが自分の思う仕事の面白さっていうか（中略）（不
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動産を選んだのは）不動産の開発が絶対したいから、不動産か、もしくは建設とか、建設も都市の再開発
とかあるやんか。そういうことをしたいから選んだわけじゃないんやな。（内定先の満足度は）まあそれは
満足してますよ。正直入ってないからわからんけど、今の時点では８割くらいは。
【当初の志望先についてどう思うか】
(不動産から内定が出たことについて）《内定先の企業名》の方がよかったっていうか、先に、言い方変や
けどご縁があったって感じで。先に内定が出たのもあるし、そこで不満はなかったし、まあ十分いいかな
って思った。その時点では、不動産っていうので納得できていたから。別に、わざわざまた商社を受けて、
どうこうっていうのはなかった。受けてもいいけど、十分《不動産の企業名》で満足しているっていうの
はあったから。最終までいって、人事の人とも仲良くなったのもあるし、ここでわざわざ断ってこっち
(商社）に行くのも必要ないなって。
男性Ｃの就職活動初期から後期における希望進
路の変化を表１７に示す。男'性Ｃは初期において商
社を希望していたが、最終的に決定したのは中期
から希望し始めた不動産（ディベロッパー）であ
った。
男`性Ｃの就職活動初期から後期についての発言
を表１８に示す。
就職活動初期において、男`性Ｃは商社を希望し
ていた。その理由として「起業とかに近い｣、「自
分のビジネスを進めていきたいっていうのがあっ
たから」と述べている。また男性Ｄは、当初は学
内説明会などに参加し幅広い業界を見ていった。
企業選びの際には「大企業」を希望し、その理由
として「大手の方ができること多いから」と述べ
ていた。
就職活動中期においては、商社を引き続き希望
しながらも、さらに、銀行、政策投資銀行、コン
サル、シンクタンク、自動車メーカー、海運など
の業種を希望していた。これらのなかでも、男性
Ｃは商社、不動産、政策投資銀行、シンクタンク
を強く志望していた。その理由として「起業とか
考えているから、仕事が面白いとこがいいかな｣、
｢自分で主体的にやっていきたい｣、「全体のビジ
ネスを見て仕事をやっていく」ことができるとい
うことを述べていた。また当初希望していなかっ
た不動産については「仕事が面白いっていうのに、
途中で引っかかったから」と述べ、そのきっかけ
としてインターンに参加した際に「不動産にいそ
うって言われ」たことであり「色々調べていって、
あ、いいかもって思って」と述べていた。
最終的に男性Ｃは不動産からの内定を承諾し
た。その理由として「不動産が一番早く内定が出
た」と発言しており、「もし商社が先に内定がで
たら、そっちになったかもしれんし」「第一志望
群っていうのは結構絞った後やったから、別にこ
の中でどこから来ても別にそこに行こうかなって
いう気持ちがあったから」と述べている。初期に
は商社のみが第一志望であったが、中期以降には
第一志望が群となったということであろう。
内定先の満足度については、「まあそれは満足
してますよ。正直入ってないからわからんけど、
今の時点では８割くらいは」と述べていた。
以上のことから、男,性Ｃが最終的に就職先を決
定したのは、就職活動での情報の入手により、複
数の明確な希望進路を本人の中で決定しており、
その中の企業から一番先に内定が出たためと考え
られる。
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(3)（断絶型）男性Ｅの場合
表１９男性Ｅの就職活動初期から後期における希望業種の変化
戸而覇一］￣￣
一
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表２０男性Ｅの就職活動初期から後期についての発言
【初期】
商社の一つだけかな。商社じゃなくても海外に関わる仕事がしたいなっていうのは思っていて。そしたら
商社かなって感じだった。（中略）かっこよさそうだったから。挑戦してみたかったから。あんまり行って
みたことなかったから、逆にやってみたかった。何かさ、おっきなことやってみたいとか、そんな単純な
もの。英語使えたらかっこよさそうだしっていうのもあった。
【中期】
銀行に興味があって、あと通信の《通信の企業名》に興味があって、あとは、人材もちょっと興味あった
かな。（中略）段々変わってきた。だから最初は商社、商社だって思っていたけど、色々な業界を見ていく
うちに、他も楽しんじゃないかっていうのを思えてきた。結局最終的には商社よりも銀行の方が行きたか
ったのね。で、そこで、《内定先の外資系のＩＴの企業名Ｉ》っていうのは最終的に出てきたんだけど。ＩＴ
っていうのはね。ＩＴって言っても外資のＩＴか。商社はね、《商社の企業名２社》だけ受けて、《商社の企業
名Ｍ》は一次で死んで、《商社の企業名Ｓ》は３次で落ちたのかな。でも当時はね、一番行きたかったのが
どこかっていうと、《航空系の商社名２社》、航空系の商社なんだよね。航空会社と商社を足して二で割っ
たような感じの。何で商社が下がってきたかというと、俺、基本的に真面目だから、あんまりチャラチャ
ラしてないから、銀行とかのＯＢ訪問して合ってるような気がしたの。商社は結構裏とか色々ありそうで、
人間的に俺あんま合わなそうとか思って、だがら銀行とかの方が気が楽だなとか思って、商社とかはな〈
なって、で、《航空系の商社名Ｊ》は結局もらったんだけど、《航空系の商社Ａ》は航空系とかが混じって￣ 
いて、あんまりチャラチャラしてない、馬鹿騒ぎするような会社じゃないからいいなって思って、で、
《航空系の商社名２社》っていうのを受けていて。で、そういった観点で銀行とかっていうのも、ＯＢ訪問
するうちに、ちょっとフイーリングが合うんじゃないかなって。商社とか銀行とか似てるっていえば似て
るじやん。銀行は金貸すじゃん。例えば会社が何かやりたいっていうときにお全貸すじゃん。逆に商社だ
ったら、金と、僕が実際その、見ますよ、一緒にやりましょうみたいなのが商社。事業に関する部分は違
うけども、やり方としてはき、お金の流れはこっちの方がいいですよって銀行も言うし､ちょっと似てる
部分があって、だから銀行がいいなって思ってて。人材は、いいと思ってたんだけど、あんまり、なんだ
ろうな、ちょっと勉強とかっていうのもあった方がいいなって思ったから、人材とかよりは銀行の方がそ
ういうほうがいいなっていう思いがあって。人材はね、俺、自己ＰＲがそうだったんだけど、部活の部長と
かそういう感じだったのね。部長とかの経験が活かせるんじゃないかって思って、結構それで、挫折とか
もしたりして、どうあるべきかとか、偉そうなことは言えないけども、何となくそういうことを常に考え
ているところがあって、やっぱり、その、人材とかっていう、この企業にこういう人がいたらいいとかさ、
そういうのがやってみたいなって思って、興味があった。（人材に興味を持ったのは）人材は１月とかかな。
1１９ 
Hosei University Repository
銀行もそんくらいかもしれない。商社は初めから、でもここ（航空系の商社）っていうのは、１月くらい。
後から出てきた。商社の中でもね。（中略）（３月４月の時点で）《通信の企業名》に行きたくなったの。後
はIT系だね。《通信の企業名》と《外資系のIT企業２社》と《航空系の商社名２社》も第一志望群。あと、《銀
行名》の６つの会社が第一志望群だった。この中でもさらに〈外資系のIT企業名２社》ここが一番。《通
信の企業名》が次…後は並ぶかな。（中略）《通信の企業名》はES落ちて、《外資系のIT企業名Ｈ》は最終
で落ちて、《銀行名》も一次面接で落ちた。《人材の企業名》は最終で辞退して。《航空系の商社Ａ》も最終
で辞退した。
【後期：内定先の満足度】
(最終的に内定が出たのは）《外資系のIT企業名Ｉ》と《航空系の商社Ｊ》あと、ＩＴ系の会社で、外資のＩＴ
の会社で、《企業名Ｎ》なんだけど、そこも受けてそこももらった。（どの会社に入るか）迷った、正直。
(中略）行きたかったんだけど、結局どこでもよかったんだよね。別にどこで働いても一緒じゃんって思っ
て。どこも楽しそうじゃんって思って。《外資系のIT企業名Ｉ》はそれなりに楽しそうだけど、厳しそう
でもあるし、《航空系の商社名》は雰囲気が超良かつた。ＯＢ訪問にしても、相手の人も超いい人だったし。
会社の雰囲気はすごく良さそうだった。《企業名Ｎ》は、カルチャーとかすごく良くて。でも、結局初心に
帰ると、やっぱり行きたかったのは、そこ（外資系のＩＴ企業Ｉ）なんだなっていうのがあったから、まあ、
そこなんだろうなっていう感じで決めた。（中略）〈外資系のIT企業名Ｉ》の方が自分のカラーに合うなっ
て感じた。直感でね。（中略）志望動機にもあるんだけど、ユーザーフレンドリーとかユーザーアビリテイ
とか、ＩＴによって世の中が便利になったけども、ＩＴが使えない人にとっては、逆に不便になったっていの
例えば高齢者とか、昔は対面で銀行からお金を借りていたけど今ＡＴＭってあるじゃん、今
けど、そういう機械ができることによって、逆に暮らし難くなったっていう感じを受けたの。
うと、自分には祖母がいて、認知症とか難聴を抱えていて、週に何度かある度に何でこんな
を感じたの。
も対面はあるけど、
何でかっていうと、
ことになんなきゃいけないのかなって、結構`悔しくなって。だから、自分がIＴ業界に入って、そういうこ
とを考えながら仕事をすることによって、少しでもそういう格差みたいなのを減らせていければいいんじ
やないかなって思ったから。客は色んな人がいるから、まあ、ＢｔｏＢだから、例えば自動車メーカーとか
銀行みたいなのもあるけど、どこ行ってもそ’
気持ちを考えて仕事がしたいなっていうのが。
どこ行ってもその客だけじゃなくて、本当にエンドユーザーの気持ちとかの
(内定先の満足度について）大満足ですね。
【当初の志望先についてどう思うか】
(商社について）それはそれでいいんじゃないかな。（入りたいとは）あんま思わない。（理由は）《外資系
のIT企業名Ｉ》でもあると思うから。もう気持ちがこっちに向いちゃってるから。
男性Ｅの就職活動初期から後期における希望業
種の変化を表１９に示す。男性Ｅは初期において商
社を希望していたが、最終的に決定したのは中期
から希望し始めたIＴ（外資）であった。
男`性Ｅの就職活動初期から後期についての発言
を表20に示す。
就職活動初期において、男性Ｅは商社を希望し
ていた。商社を選択した理由は「商社じゃなくて
も海外に関わる仕事がしたい｣、「かっこよさそう
だったから｣、「おっきなことをやってみたい」と
述べていた。
就職活動中期になると、男'性Ｅは銀行、通信、
人材、ＩＴにも興味を持つようになった。そのこと
について「色々な業界を見ていくうちに、他も楽
しんじゃないかっていうのを思えてきた」と述べ、
この頃になると商社よりも銀行に興味を持つよう
になっていた。銀行に興味をもった理由として
｢基本的に真面目だから｣、「人間的に俺あんま合
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の商社ｌ社から内定を得た。その中で外資系の企
業の内定を承諾した。最終的に「初心に帰ると、
やっぱり行きたかったのは、そこ（外資系のＩＴ企
業Ｉ）なんだなっていうのがあったから」と述べ
るように、「自分のカラーに合うなって感じた。
直感でね｣、「ＩＴによって世の中が便利になったけ
ども、ＩＴが使えない人にとっては、逆に不便にな
ったっていのを感じた｣、「自分には祖母がいて、
認知症とか難聴を抱えていて｣、「自分がIT業界に
入って少しでもそういう格差みたいなのを減らせ
ていければいいんじゃないか｣、「本当にエンドユ
ーザーの気持ちとかの気持ちを考えて仕事がした
い」という理由から男性Ｅは最終的にIＴ企業から
の内定を承諾した。内定先の満足度については
｢大満足ですね」と述べていた。
以上のことから、男'性Ｅは、会社の雰囲気が自
分の`性格と合っているかを考慮し、仕事に対する
目的が明確だった企業を選択し最終的に就職先を
決定したと考えられる。
わなそうとか思って、だから銀行とかの方が気が
楽だなとか思って｣、「商社とか銀行とか似てる」
と述べていた。なお、商社を希望していたことに
関しては、当初希望していた企業が落選したとい
う外的な要因もあるが、本人自身が「基本的に真
面目だから、あんまりチャラチャラしてないから」
と述べ、商社の雰囲気と自分のキャラクターが合
わないと感じ希望しなくなったことが分かる。そ
の観点で商社でも「航空系の商社」は「あんまり
チャラチャラしてない」ことで希望するようにな
った。また人材については「部長とかの経験が活
かせるんじゃないか」ということから「どうある
べきかとか｣、「何となくそういうことを常に考え
ているところがあって｣、「人材とかっていう、こ
の企業にこういう人がいたらいいとかき、そうい
うのがやってみたいなって思って」という理由か
らであったが、「人材は、いいと思ってたんだけ
ど、あんまり」と述べるように途中で辞退した。
最終的に男`性Ｅは、外資系IT企業２社、航空系
(4)（断絶型）女性Ａの場合
表２１女性Ａの就職活動初期から後期における希望業種の変化
F5i覇一］一コＥＺ－
学校の先生
教育 _ 
!:;*蕊*;*お菓子!:蕊*;熱Ｉ￣， 
表２２女性Ａの就職活動初期から後期についての発言
【初期】
やっぱり教育業界がいいなっていうので、（中略）あんまり大手とか、そういうのでは探してなくて、なん
だろう、まあ、《教育系の企業名》とかは大手なんですけど、リクナビとかのサイトで、教育で、ヒットし
たところで、何かすごい、ここ自分働けそうだなみたいな感じの写真とか、そういうので探したんですけ
ど。（中略）教職も就けたらいいなって思ってた感じですけど。（中略）就活始めて、いくつかの教育企業
を受けてから、その企業が《教育系の出版会社名》関連であることが発覚して、そこがブラックリストだ
っていうのを気付いて、（中略）最初の内定がもらえたのが、３月下旬で、ここのときはまだここに就職を
しようって、（中略）気付いて、親にも言ったら、ここは危ないみたいなことを、そしたら、同じサークル
の子で同じところを受けていている子がいて、その子も結局そこを辞めて。すごい、何か、新卒の人大歓
迎みたいな感じなんですけど、何回も採用とかやっていて、実際にやることは教材の押し売りだとか、そ
ういう感じのことしかやっていなくて。（中略）何か、教育業界については、そこで諦めを感じてしまった
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んですね。
【中期】
子どもに関連するお菓子とかそういうので探してたんですね。私自身もお菓子好きなので。なので。それで、どこ
ドリルとかやっている
したんですけど、結局
,最終的に私も決まつ
らへんだろう、あと、《教育系の企業名》とかそういう感じのところとか受けて。
《企業名》っていう会社とか、あと、
どこもだめで。で、食品メーカー、:
おもちゃを作っているところとかも行ったり
ーカー、お菓子のところ受けて、大手のところは落ちて、
駄菓子関係のメーカーなんですけど、そこは、なんだろう、最初に面接、！たのは、 最初結構圧迫面接ぽか
ったんですよ。何か、私ともう一人の子が結構ハキハキ笑顔で言っても、それでみたいな感じで言われて。
それですごいこれ絶対落ちたなって思ったところだったんですけど、２回目に面接に行ったときに、すご
い優しくて、同じ面接官の人だったんですけど、２人とも、何か、もっとゆったりしてくださいみないな
感じで、やっぱり、あれは圧迫だったんだみたいな感じで。で、私安心感が出たのか涙が出てきて、で、
普通面接で泣いちゃいけないって言うじゃないですか。だから私はそこで落ちたなって思ったんですけど、
なぜか受かっちゃって。
【後期：内定先の満足度】
(内定先の満足度について）う－んと、すごい私的に、あり得ないって思ったところだったんですよ。なん
だろう、入社できるのかなみたいな、ここの会社にみたいな。
面接でも泣いちゃったりしたことがあったので、同情で採ってくれてんじゃないかっていうのがあったん
で、本当に信じられなくて。すごく嬉しかったです。ただ、すごく小さい会社なので、父親と母親に反対
されたっていうか、もっと他の会社も受けてみたらっていう感じのことを言われて、そこでまたちょっと
続けたんですよね。教育実習が始まる前くらいまで。遊具の会社とか、保育園とかを経営する会社とか、
あとは、ゲームセンターの会社とかですね。あと映像、映画とかの会社とかも受けてみたりとかしました
ね。（最終的にお菓子の会社に決めたのは）他の会社が落ちてしまったっていうのがあったので。もうここ
にしか私は就職できないんじゃないかみたいな感じで。
(内定先の満足度について）確かにちょっと人数が少ないのは不安があるんですけど。入ってみてから、ま
たわかんない部分もあるから、６０点70点くらいかな。
【当初の志望先についてどう思うか】
そうですね。あの、教育実習に行ったときに、高校の先生に、まあ今すぐ考えなくてもいいから、社会人
を体験してからでも、教職考えてみたらみたいなことを言われて。私もちょっとは社会を体験してみたい
なって思っているので、もしかしたら何年後かには、先生の試験をもう一回受けているかもしれない。
女性Ａの就職活動初期から後期における希望業
種の変化を表21に示す。女性Ａは初期において学
校の先生、および教育を希望していたが、最終的
に決定したのは中期から希望し始めたお菓子であ
った。
女性Ａの就職活動初期から後期における発言を
表22に示す。
就職活動初期において、女性Ａは、当初希望し
ていた司書教諭や学校の先生の影響から「教育業
界」を希望していたが、教育業界を受け内定が出
た会社が「ブラックリストだっていうのを気付い
て」ということから「教育業界については、そこ
で諦めを感じてしまった」ことで、その後教育業
界への進路を選択しなくなっていった。
就職活動中期になり、新たに進路を模索し、
｢子どもに関連するお菓子とかそういうので探し
てたんです」と語るように、その後お菓子、そし
て教育系の会社、「おもちゃを作っているところ」
などを希望するようになった。
結果的に駄菓子関係のメーカーに内定が出た
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が、その後も「すごく小さい会社なので、父親と
母親にもっと他の会社も受けてみたらっていう感
じのことを言われて｣、「そこでまたちょっと続け
たんですよね」と就職活動を継続するが、落選な
どの外的な要因によってなど、最終的に駄菓子関
係のメーカーに内定を承諾した。
当初の希望していた学校の先生については「私
もちょっとは社会を体験してみたいなって思って
いるので、もしかしたら何年後かには、先生の試
験をもう一回受けているかもしれない」と就職後
の将来の選択肢とする展望をし、就職先を最終的
に決定したことも窺えた。内定先の満足度につい
ては、「確かにちょっと人数が少ないのは不安が
あるんですけど。入ってみてから、またわかんな
い部分もあるから、６０点70点くらいかな」と述べ
ていた。
以上のことから、女,性Ａは就職活動初期に希望
していた進路を仕事内容などの要因により主体的
に選ばなくなった。女`性Ａが最終的に就職先を決
定したのは、新たに希望した企業から内定が出た
ため、また、将来の転職を考慮したためと考えら
れる。
(5)（断絶型）女性Ｂの場合
表２３女性Ｂの就職活動初期から後期における希望進路の変化
「~－両覇一］￣￣
警察官 ￣ 
百貨店
広告
不動産
アパレル
:::::;:::::::::::::メガネ::： ..￣少．
表２４女性Ｂの就職活動初期から後期についての発言
【初期】
３年生の夏くらいから、予備校に通いだしたから、自分は就活の企業研究とか自己分析とかよりも勉強し
てたから。ずつと。みんながスーツ買いだしたりとか説明会予約したとかいうのを聞いていたけど、別に
焦ったりはしなかったし。別物だと思ってたから。そういのを見てて、みんな始める時期なんだくらいし
か思わなかった。（中略）勉強はもうずっと。（筆記）試験が翌年の５月だったから、それまで週３とか週
４くらいで、予備校に通って。でもやっぱり、サークルの友達とか他の友達とかが４月とか３月とかに決
まり出して、すごいなって思ったけど。でも、公務員目指してる子が、近くの友達に２，３人いたから、
その子たちと、うちら頑張ろうよみたいに言っていたから、周りが決まり出してもそんなに焦ったりはし
なかった。（中略）（筆記試験は）関東近辺は全部同じ日だった。５月のはじめ。警視庁と神奈川と千葉と
埼玉は全部同じ日だったから、日にちを分けては受けられなかった。しかも、女の子は警視庁は－回だけ
だったから、男の子とかは秋採用とかあるんだけど、女の子はその５月の日しかなくて。あと、神奈川と
千葉もそうだったの。その日にしか（筆記試験を）受けれなかったから。（中略）６月の前半に結果が来て、
落ちてたんだけど、でも受けたときからものすごく難しくて、全然手ごたえがなくて、落ちたわって思っ
て、まあ、勉強するのもあれだったんだけど、それでも、ずっとこうだったから、スーツを買ったのも、
自分は面接なんて警察官の面接しか受けないし、説明会も警察の説明会しか行かないから、そのために買
うんだって思ってたんだけど、でも落ちて、いいように視野が広がったっていうか。何か、ずっと高校生
のときから、警察官って言い続けていたから、意地みたいなのもあって来たけど、落ちて選択の視野が広
がって、他のに目を向けるのもいいじゃないかって。このまま勉強していてもいいと思ったけど。でも受
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ける気になれなくて。まあ視野を広げてみようってことで、（６月から）色々リクナビとかに（民間企業に）
エントリーしだして。全然調べていない。だし、何かすごい悩んで、民間に行くのも。友達とかに相談し
て、就活始めるっていうの。でも他の友達に相談したら、新卒っていうのは今年だけだから、それを無駄
にするのはもったいないから、とりあえず、新卒採用っていうブランドを生かして受けてみて、まあその、
警察とか(よ30までは受けられるから、一応チャンス広げたらってみたいなアドバイスをもらい、就活を始
めたんだけど。でも６月ってざ、大体終わってて、就活が。就活っていうか企業の採用が。まず有名どこ
ろから行くじゃん。６月にやってたのがアパレル系しかなくて。
【中期】
そのある中で自分 バレルだったから、 アパレルにしてみたんだ。（中略）あとは、不あるのが－番アの
動産、広告とｶｴｭh-ﾑﾆｰｭｰ亘貨Ｅ・就活のやり方もリクナビの登録の仕方もわからないから、とりあえず友
達にめつちや教えてもらって、エントリーシートの書き方とかも習って、チェック入れてもらって。（中略）
一番行きたかったのは百貨店。次は広告かな。で、不動産。何かやっぱり安定したところが良くて、そう、
安定したところが良かったから。（中略）広告っていうのは興味を持っていたからやったんだけど、不動産
は安定性を重視して、百貨店っていうのは、なんだろう、百貨店はやっぱり安定とかかな。しかも、百貨
店ってブランドがあるじゃん。不動のブランドみたいな。それで、安定できるのかなって思って選びまし
た。（中略）まず、アパレルが最初に、７月に内定が出て。不動産とかも６月の初めだったけど、もう落ち
てて、百貨店も６月の末くらいかな。もう一個メガネ屋さん受けていて、メガネは７月くらいに、－個受
けていて、最終までいったんだけど、就活するにつれて、合わないなって思って、途中で切ったのね。ア
パレルが決まった後も安定したところ探してみようと思って、難しかったかなっていうのが。エントリー
がやってなくて。（内定先のメガネの会社は）途中から出てきて。（中略）最初に内定先のアパレル会社で、
その会社のグループに就職して、そのグループの持っているブランドに振り分けられたんだけど、内定者
懇親会のときに振り分けられたのが、希望と違ったのね。私は本当服を売りたいなって思ってたんだけど、
そしたら、そこに希望を出していたんだけど、全然、アクセサリーのところに配属になって。アクセサリ
_って私あんまり付けないから。やっていっても楽しくなくなるなって思ったのね。だからそれでやめた。
【後期：内定先の満足度について】
(最終的にメガネの会社に内定が出て承諾したことについて）メガネはいつも付けてるし、必要な人がいつ
ぱいいるじやん。使わないきゃ生活できないみたいな人もいるから。それと、面接のときに言ったんだけ
ど、服売りたいと思っていたけど、服は流行りとかでざ、捨てちゃったり、着なくなったりするけど、メ
ガネは視力測ったり、合わせたり、その個人の物になるから。そっちの方が、しかも測定とか色々大変、
ただ売るだけじゃなくて、そういうのもあるから、やりがいがありそうだなって思って、そっちにした。
(内定先の満足度について）今バイトしていて話しを聞くだけだけど、でもすごい難しくて、入社してから
もテストがあったりとか、測定するのもすごく技術がいるし、加工とかも。だから、ただ服を売るだけよ
りは、全然やりがいがあるっていうのは感じたのね。先輩の話とか聞いてても、全然普通に、困ってそう
な感じもしないし、キツイっていうのも聞かないから、いんじゃないのかなって思うけど。今ブームみた
いになってるから、それですごい人気があるっていうのもあるじゃん。でもそれが今だからいいけど、何
年か後に廃れたらっていう不安はあるけど、まあいいんじゃないかなって。
【当初の志望先についてどう思うか】
でもその勉強をしていたっていうのは辛かったし、もう戻りたくないって思うし、もう勉強したくないっ
ていうのは正直、だけど、警察になりたいって思っても、その警察のいいところしか見ていなかったのか
なとも思うし。まあ今、もうちょっと勉強して、もう一回受けてみようよって言われても、その、落ちち
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やったからっていうのもあるし、もう落ちるの嫌だし、一年間棒に振りたくないっていうのもあるし、甘
い考えなのかもしれないけど、浪人した人からすれば、何言ってんだよみたいな感じかもしれないけど、
でも、何か、（中略）完全にもう絶対受けないっていうのは言わないけど、今の時点では受けない。（中略）
とりあえず、いいように変わったんじゃないかな。
女性Ｂの就職活動初期から後期における希望進
路の変化を表23に示す。女'性Ｂは初期において警
察官を希望していたが、最終的に決定したのは中
期から希望し始めたメガネであった。
女性Ｂの就職活動初期から後期についての発言
を表24に示す。
就職活動初期において、女'性Ｂは警察官を希望
していた。「勉強してた」と述べており、「別に焦
ったりはしなかった｣、「別物だと思ってたから」
と警察官になるという一貫した進路を持ってお
り、それ以外の進路は希望していなかったことが
分かる。そして５月の試験から６月の結果におい
て、落選という外的な要因から希望進路がなくな
り、新たな進路を選択することになるが、本人の
中ではそのことについて「落ちて選択の視野が広
がって、他のに目を向けるのもいいじゃないか」
と肯定的に解釈するようになった。しかし、まだ
警察官という進路がなくなったわけではなく、本
人自身も悩み、友人からの「新卒っていうのは今
年だけだから、それを無駄にするのはもったいな
いから、とりあえず、新卒採用っていうブランド
を生かして受けてみて、警察は30までは受けられ
るから、一応チャンス広げたら」というアドバイ
スに後押しされ、民間企業への進路を希望するこ
とになっていった。
就職活動中期においては、女,性Ｂはまず、一番
興味があったアパレルを希望した、その後、不動
産、広告、百貨店も希望するようになった。その
理由として広告は「興味を持っていたから｣、不
動産は「安定`性を重視して｣、百貨店は「不動の
ブランドみたいな。それで、安定できるのかなっ
て」と述べていた。最初に内定が出たアパレルの
会社は「希望と違った｣、「服を売りたいなって思
ってたんだけど、アクセサリーのところに配属に
なって。アクセサリーって私あんまり付けないか
ら。やっていっても楽しくなくなるなって思った
のね。だからそれでやめた」と語っているように、
辞退をした。
最終的に、女'性Ｂはメガネの会社に内定を承諾
した。その理由として、「メガネはいつも付けて
るし、必要な人がいっぱいいる｣、また「服売り
たいと思っていたけど、服は流行りとかでざ、捨
てちゃったり、着なくなったりするけど、メガネ
は視力測ったり、合わせたり、その個人の物にな
るから｣、「測定とか色々大変、ただ売るだけじゃ
なくて、そういうのもあるから、やりがいがあり
そうだなって思って」と述べ、最終的な就職先を
決定した。内定先の満足度については、「ただ服
を売るだけよりは、全然やりがいがあるっていう
のは感じたのね｣、「何年か後に廃れたらっていう
不安はあるけど、まあいいんじゃないかな」と述
べていた。
当初希望していた警察官については「警察にな
りたいって思っても、その警察のいいところしか
見ていなかったのかなとも思うし｣、「いいように
変わったんじゃないかな」と希望進路の変化につ
いて肯定的に考えているようである。
以上のことから、女性Ｂは就職活動初期に希望
していた進路の活動の結果により新たな進路に変
更した。女性Bが最終的に就職先を決定したのは、
その新たな希望進路の中から、やりがいなどの要
因を重視したためと考えられる。
Ⅳ総合考察
本研究の目的はキャリアデザイン、キャリア
｢RE」デザインの観点から、安田（1999）による
三つの解釈に修正を加えることであった。
以下には、まず、就職活動を通したキャリア
｢RE」デザインと希望進路の変化についての考察
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を行う。次に、上記の考察から分析の対象とする
対象者を選定し、安田（1999）による三つの解釈
に修正を加えることを試みる。
の軸を確認するように徐々に自分の適性や、仕事
内容などの要因から進路が絞り込まれていくとい
う特徴があった。
１.就職活動を通したキャリア「RE」デザイ
ンは誰に起こったのか
(1)希望進路が一貫している場合
本研究では，就職活動初期から後期まで希望進
路が一貫している群として拡張型と絞込型が見ら
れた。
③拡張型、絞込型とキャリア「RE」デザイン
このように、初期から後期まで希望進路が一貫
している群の特徴は、初期の選択段階において軸
となる明確な業種や職種（仕事内容）などが決定
していたことであった。また、上記の通り就職活
動中において、他の進路への選択肢を挙げながら
も軸とする進路を一貫して希望し続けたこと、ま
た希望進路からの落選などの外的要因もなく、希
望通りの進路に決定したことから、大きなキャリ
ア「RE」デザインは起こらなかったと判断でき
る。
①拡張型の特徴
拡張型としては男性Ｄと男性Ｆが該当した。
男`性Ｄは、就職活動初期から最も希望していた
職種で採用された。本人の中で希望通りの進路で
あった。
男性Ｆは、就職活動初期から希望進路が明確に
決定しており、一貫して希望しそのまま希望進路
の企業からの内定が出た。
上記２名は、軸としている進路がありながら、
就職活動中、その進路が落選した場合を考慮し中
期に他の進路も選択し始めることや、軸となる進
路だけでなく、他の進路も見てみたいという興味
で受けていることが特徴であった。
(2)希望進路が一貫していない場合
本研究では、就職活動初期から後期まで希望進
路が一貫していない群として断絶型が見られた。
①断絶型の特徴
断絶型としては男性Ｂ、男`性Ｃ、男'性Ｅ、女`性
Ａ、女`性Ｂが該当した。
男性Ｂは、新たな,情報の入手により、本人の中
の希望進路の選択肢が広がった。最終的に就職先
を決定したのは、安定性や大手などの要因であっ
た。
男性Ｃは、就職活動での`情報の入手により、い
くつかの明確な希望進路を本人の中で決定してい
た。最終的に就職先を決定したのは、その中の企
業から一番先に内定が出たためであった。
男性Ｅは、会社の雰囲気が自分の性格と合って
いるかを考慮していた。最終的に就職先を決定し
たのは、仕事に対する目的が明確だった企業とい
う基準であった。
女性Ａは、就職活動初期に希望していた進路を
仕事内容などの要因により主体的に選ばなくなっ
たことで、新たな希望進路を選択しその企業から
内定が出た。最終的に就職先を決定したのは，将
来の転職を考慮することであった。
②絞込型の特徴
絞込型としては男性Ａ、女`性Ｃ、女`性Ｄが該当
した。
男性Ａは、就職活動初期から一貫して希望して
いた進路の中で、仕事での目的が明確だった企業
から内定が出た。その企業に就職先を決定した。
女性Ｃは、仕事内容と会社の雰囲気が自分に合
っているため最終的に就職先を決定した。
女`性Ｄは、就職活動初期から明確に希望業種を
決定しており、一貫して希望し続けその希望進路
から内定が出た。その企業に就職先を決定した。
上記３名は、拡張型の２名と同様に、軸として
いる進路がありながら、落選した場合を考慮して
当初から希望進路の候補を選択肢として挙げてい
るものもあった。最初は幅広く興味を持ち、自分
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女性Ｂは、就職活動初期に希望していた進路の
活動の結果により新たな進路に変更した。最終的
に就職活動を決定したのは、やりがいなどの要因
であった。
断絶型の場合、初期において明確な進路を決定
していないという特徴が見られた。また、就職活
動中の情報の入手により、希望進路を主体的に選
ばなくなる場合と、希望進路が増えていく場合が
あった。希望進路が増える要因として、業種とし
て企業を選ぶのではなく、仕事内容や会社の雰囲
気、安定性や大手という軸で選択した結果、希望
進路が増えたということが考えられた。また、活
動の結果という外的要因で変化するだけでなく、
内定承諾の段階で主体的に選ばなくなるものが多
く見られたことも特徴であった。
として、「自己理解の深化｣、「変更前の活動結果｣、
｢変更後の情報入手」があることを明らかにした
が、本研究では、「情報入手｣、「企業と自分のマ
ッチング｣、「活動結果」があることを明らかにし
た。両者の対応関係を表25に示す。
表２５希望進路の変化が起こった理由における
先行研究と本研究の対応関係
田澤（2004） 本研究
自己理解の深化
変更前の活動結果
変更後の情報入手
活動結果
情報入手
企業と自分のマッチング
本研究で田澤（2004）と違いが見られたのは､｜
田澤（2004）における「自己理解の深化」と本研’
究の「企業と自分のマッチング」であった。田澤
(2004）は大学生個人に注目したようであるが、
本研究では、大学生と企業の関係、すなわち、企）
業の価値観と自分の価値観が合うかどうかと解釈｜
できた。
②断絶型のキャリア「RE」デザイン
このように、初期から後期まで希望進路が一貫
していない群、すなわち、断絶型のような希望進
路の変化になった者は、就職活動初期から希望し
ていた進路ではなかったために、キャリア「RE」
デザインは起こったと判断できる。
２．安田（1999）の三つの説の修正の試み，
次に、安田（1999）の三つの説の修正を試みよう｡繰り返しになるが､安田(1999)の三つの解｜
釈を振り返ってみよう。
安田（1999）は、大学生が実際に就職する際に
は、就職開始時の自らの志望とはかけ離れた就職
先に移動させられていようともいなくとも、学生
の満足度は変わりない。という調査結果を示し、
その理由として以下の３種類の解釈を述べた。
(3)希望進路の変化の理由と先行研究の対比
以上より、拡張型、絞込型のような希望進路の
変化になった者は、キャリア「RE」デザインは
起こらなかったと判断できたが、断絶型のような
希望進路の変化になった者は、キャリア「RE」
デザインは起こったと判断できた。
断絶型の希望進路の変化が起こった理由をまと
めると下記のようになる。 ①「志望先変化」説
就職活動を通じて本人の志望先が変化し、
そのため満足度が結果として下がらなかっ
た。
②「内定＝満足」説
就職活動を通じて本人の志望というものが
なくなり、内定さえもらえれば結果として
どの企業であれ満足するようになった。
③「志望＝憧れ」説
就職活動開始時の志望は、「夢」「あこがれ」
.「活動結果」＝落選などの外的要因……女`性Ｂ
･｢情報入手」＝他の業種を知る、仕事内容を知る
……男'性Ｂ、男性Ｃ、女'性Ａ
･「企業と自分のマッチング」＝企業のカラーと自
分の`性格（企業の価値観と自分の価値観）が
合うか……男`性Ｅ
田澤（2004）は、希望進路の変化が起こる理由
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程度のものであり実際に学生が真剣に志望
しているわけではなかった。
が複数存在した。よって、男`性Ｂ、男`性Ｃは、
｢志望先が変化した」ではなく、「志望先が増えた」
と考えられるだろう。
男性Ｅは、会社の雰囲気が自分の性格と合って
いるかを考慮し、また仕事に対する目的が明確だ
った企業を選択して決定した。また、上述のとお
り、希望進路の変化が起こった理由は「企業と自
分のマッチング」と考えることができた。
以上のことから、本研究では、修正も含め、新
たな説として２つの解釈を示す。
上述のとおり、初期から後期まで一貫している
群（男性Ｄ、男`性Ｆ、男'性Ａ、女`性Ｃ、女`性Ｄ）
は他の進路への選択肢を挙げながらも軸とする進
路を一貫して希望し続けたこと、また希望進路か
らの落選などの外的要因もなく、希望通りの進路
に決定したことから、大きなキャリア「RE」デ
ザインは起こらなかったと判断できた。志望どお
りであるため、就職活動の前後で満足度が変わら
ないのは当然である。
そこで、以下には、就職活動初期から後期まで
一貫していない群、すなわち断絶型に変化した対
象者５名（男性Ｂ、男`性Ｃ、男性Ｅ、女性Ａ、女
性Ｂ）が安田（1999）の三つの説のどれに該当す
るのか確認してみよう。
①「志望先変化」説については、内的要因や外
的要因により希望が変化したと捉えると女性Ａ、
女`性Ｂが当てはまると考えられる。
②「内定＝満足」説については、「就職活動を
通じて本人の志望というものがなくなり」という
該当者はいなかった。
③「志望＝憧れ」説については、男性Ｅが就職
活動初期において「かっこよさそうだったから」
と発言していたことを考えると、この説に当ては
まるともいえる。しかし、変化した最大の理由と
して会社の雰囲気と自分が合うかなどを重要視し
たためであるので、この解釈に当てはめることは
難しい。
以上より、安田（1999）の三つの説のいずれか
に該当したのは２名（女`性Ａ、女`性Ｂ）のみであ
った。残りの３名（男性Ｂ、男性Ｃ、男性Ｅ）は
どのように解釈が可能であろうか。
男性Ｂは、断絶型の希望進路の変化であったが、
新たな情報の入手により、本人の中の希望進路の
選択肢が広がり、当初の希望先だけを選択しなく
なった。
男`性Ｃも断絶型の希望進路の変化であったが、
就職活動での情報の入手により、明確な希望進路
｢志望先増加」説
就職活動での`情報の入手などから、本人の志
望が増えたため、結果として満足度が下がら
なかった。
｢企業とのマッチング」説
就職活動を通じて、最終的に会社の雰囲気
（価値観）と自分の性格（価値観）とを重ね
合わせた結果、自分にふさわしいと判断した
進路を選んだことで、結果として満足度が下
がらなかった。
以上をまとめると、本研究の結果からは、安田
(1999）の三つの説を表26のように修正すること
ができた。
表２６満足度が下がらない理由における先行研究
と本研究の対応関係
安田（1999） 本研究
｢志望先変化」説
｢内定＝満足」説
｢志望＝憧れ」説
｢志望先変化」説
｢企業とのマッチング」説
｢志望先増加」説
「志望先変化」説は、２名（女性Ａ、女性Ｂ）
該当した。就職活動を通じて本人の志望先が変化
し、そのため満足度が結果として下がらなかった
と考えられる。よって、本研究でも支持する。
「内定＝満足」説は、該当者がいなかった。問
題と目的で述べたとおり、この説は、個人の主体
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的な選択を否定する説でもあり、キャリアデザイ
ンの観点からは考えにくいものでもある。よって、
本研究では支持しない。
「志望＝憧れ」説は、「志望＝憧れ」ではなく、
当初希望していた企業への理解や`情報が深まり、
自分の`性格や価値観を重ね合わせていった結果、
変化したという「企業とのマッチング」として解
釈するのが妥当であった。この説は１名（男性Ｅ）
該当した。よって、「志望一憧れ」説は、「企業と
のマッチング」説への修正を提案する。
また、本研究では、さらに「志望先増加」説を
新たに提案する。本研究では２名（男`性Ｂ、男性
Ｃ）は、就職活動を通じて本人の志望先が変化し
たというよりも、就職活動での,情報の入手などか
ら、本人の志望が増えたため、結果として満足度
が下がらなかったと解釈ができた。
以上より、本研究では、就職活動を終えた大学
生に対する面接調査より、安田（1999）による説
を修正し、「志望先変化」説、「志望先増加」説、
｢企業とのマッチング」説の三つの仮説を生成し
た。大学生が実際に就職する際に、就職開始時の
自らの志望とはかけ離れた就職先に移動させられ
ていようともいなくとも学生の満足度は変わりな
い理由は上記の三つの説が考えられる。
修正を提案し、「志望先増加」説を新たに提案し
た。これらにより、キャリアデザインを行う主体
の能動`性を示すことができたと考えられる。すな
わち、笹川（2004）による定義の「自分自身の人
生の経験を生かしながら｣、「よりよい働き方、学
び方、暮らし方、生き方を探求」の部分、2007年
度の法政大学キャリアデザイン学部のパンフレッ
トに書かれていた「自分の生き方・働き方を不断
にとらえ直し設計・再設計」の部分における具体
的な内容について触れる仮説を生成したといえる
だろう。
就職先への満足度は、学生が就職活動を終了後
に合理化(1)(rationalization）をするので、指標と
しては扱いにくいといわれることがある。また、
｢就職開始時の自らの志望とはかけ離れた就職先
に移動した＝就職活動に失敗した」と第三者から
は見えることも根強いであろう。しかし、キャリ
ア発達を発達論からアプローチしているSuper
(1990）によれば、人と職業のマッチング過程は
決して完全には達成されず、断念と統合の過程こ
そキャリアであるとしている。当初の自らの志望
とはかけ離れた就職先に移動する事は少なくない
と思われる。その意味で、この時期に特有の課題
ともいえよう。本研究で示した三つの仮説は、こ
のような課題に対処するために必要な事柄を理解
する視座を示したと考えられるだろう。３．本研究の意義
それでは、これら三つの仮説を生成した意義は
どのような点にあるだろうか。再度、キャリアデ
ザインの定義を振り返って、以下に考察する。
繰り返しになるが、本研究では、以下の二つの
キャリアデザインの定義を参照した。笹川（2004）
は、「自分自身の人生の経験を生かしながら、よ
りよい働き方、学び方、暮らし方、生き方を探求
し、実現していくこと」としており、2007年度の
法政大学キャリアデザイン学部のパンフレットに
は、「職業を始め人生のざまざまな場で自分の生
き方・働き方を不断にとらえ直し設計・再設計す
ること」と書かれていた。
本研究では、「内定＝満足」説を支持せず、「志
望一憧れ」説から「企業とのマッチング」説への
４．今後の課題
本研究では、上記のような意義ある結果が得ら
れたものの、一方で、下記のような課題が残され
た。
第一に、大学４年生に対する振り返り調査とい
う方法は、大学生活を通してどのように将来を描
いたのかという点を明らかにすることができる有
効な方法であるが、本研究では、進路が決定して
から数ヶ月経ってから面接調査を行ったため、当
時の希望進路を選択する理由や当時の心境など細
部にわたる聞き取りが出来なかった。よって、就
職活動中に起こっている変化に注目する縦断的面
接調査との比較を行い、これら３つの仮説がいつ
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行われるのか（例えば、就職先決定時なのか、決
定してからしばらく経ってからなのか）を検討す
る必要がある。
第二に、今回生成された仮説を今後は、アンケ
ート調査などを用いて量的に検証することが必要
である。
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